











































（1） 英語 a.  e student may not have read the book.
  b. e student may be reading the book.
  c. e student may have read the book.
（2） 日本語 a. 学生が  （その）本を読んでいないかも（しれない）。
  b. 学生が  （その）本を読んでいるかも（しれない）。
  c. 学生が  （その）本を読んだかも（しれない）。
（3） 日本手話 2 a. 学生　本　読む　まだ かも kamo3 
  b. 学生　本　読む　中 かも kamo 
  c. 学生　本　読む　終わり pa かも kamo
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Stalnaker （1974, 1978） など Stalnakerの一連の論考は、文の意味に関わる
諸現象を説明する上で、「発話時に発話の関与者（話者および発話相手）が
真であると想定している命題の集合」を考えることが必要であるとして、こ
れを共通基盤 Common Groundと呼んでいる 5。共通基盤には、話題と
なっていることがらに関する情報も含まれるが、特にその発話自体に関する
情報（誰が発話者で、誰に対しての発話で、その時点までに何が言及された























































（7） 全国　警察　 PT3上（警察）　今日　から　9月 30日　まで　期間　 
PT3下左―右（期間線）　PT3下（期間点）　地域　色々　周囲　注意　呼びかけ左中右　
する　言う　 PT3上（警察）


































ト Action Role Shi、［RS-b　］部分がこどもに対する（過去の）話者の発話
を表現する引用ロールシフト Quotational Role Shiになっている。

























（9） a.  PT1　妻 b　［RS-a a呼びかけ b　b助ける a　aお願い b ］　［RS-b PT1　仕
事　中］　［RS-a b言う a ］　PTb 11
   日本語訳：妻に「手伝って」と頼んだら「今仕事してる」と言われ
た。
 b. 昨日　友達　集まる　1人　まだ
  ［RS-a PT3i　病気　かも kamo］
  ［RS-b PT3i　仕事　忙しい　想像 soozoo］
  ［RS-c PT3i　約束　忘れる pa　違う pe］
  結果　PT3i時間　間違え　なんだ pi







（10） a. MOMa ［RS-a PT1　BUSY］
   英語訳：Mom’s like, I’m busy! 日本語訳： ママは、「私忙しい
の」って。
























（11） a. 山田 a　［RS-a食べる ii］　中
  日本語訳：山田さんは今夢中でご飯を食べている。
 b. 山田 a　いつも　［RS-a食べる ii］。今日　［RS-a食べる ii］　まだ









（12） a.  家族 外出 おかあさん 化粧 中 ［RS化粧 終わり pa］ 頷き　 
出かける ↑お母さんの独り言





   日本語訳：学生のひとりがいつもたくさん質問するのに、今日は
質問をしなかった。
 b. 学生　女　いつも　［RS質問質問］　逆接　今日　［RS質問］　無い
   日本語訳：学生のひとりがいつもたくさん質問するのに、今日は
質問をしなかった。
  （〈無い〉は行動 RSの外）
 c. 学生　女　いつも　［RS質問質問］　逆接　今日　［RS質問　無し］
   日本語訳：学生のひとりがいつもたくさん質問するのに、今日は
「質問はありません」と言った。（引用 RS）



























   日本語訳：友達が集まったけど、1人遅れて、待っている間、1
人はいらいら、1人はのんびり、1人はぼーとして、1時間すご
した。
（16） a.  PT1　友達　ろう　聴　出生地広島　出生地北海道　いろいろ
   日本語訳：私の友達は、ろう、聴、広島出身者、北海道出身者な
どいろいろだ。






















（17） a.  友達 a　［RS-aゲームする］　おかあさん b　［RS-b b終わり owaria ］　
b言う a　PT3b
   日本語訳：友達がゲームをしていておかあさんに「もう止めなさ
い」と言われた。









対象が命題の内容についてそれが自分のことであるという自覚 de se aware-
nessを持っているかについて区別をすることがある。この自覚は、認識者
が持つ自己 Selfという特別な意識を前提とする。Sells （1986） は、音声言語
の分析において視点 Point-of-Viewと区別されるべき意味要素として、Self
と Sourceを挙げている。Sourceは発話者であり、Selfは上記の意味で de se 
awarenessを持つ者である。発話者・思考者は自身に対して Selfの意識を持
ち、発話・思考内容について、それが Selfの発話・思考であるという自覚











































  同一文中の表現が同じ指示対象を指す場合は、同じインデックス（下付 iなど）
を付す。






















 7 Stalnaker （1999: 156–158）．
 8 Parsons （1990），Higginbotham （2000）等を参照。
 9 各地域で注意を呼びかけるのは各地の警察・警察官であって、その時空間に全
国の警察が物理的にいるわけではない。
 10 日本手話以外の手話言語のロールシフトについては、Lillo-Martin （2012） およ
びその参考文献を参照。
 11 最後の部分は、ロールシフトなしで現実の発話空間に戻り〈a言う b〉　PT3aと
することもできる。
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 17 これは、例えば英語の “I am coming.” という発話が発話者自身の移動を聞き手
の視点から捉えているのと対照的である。
 18 後続の〈b言う a〉が無くても、母親の発話があったことは変わらない。
 19 “… when someone utters a sentence in a way that satises Grice’s maxim of 
quality ［‘Do not say what you believe to be false.’ nk］, we should regard this ut-
terance event as a self-ascription of a relevant property by the speaker.” （Ogi-
wara 2016: 163）
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